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バ
リ
ア
フ
リ
ー
都
市
実
現
の

た
め
具
体
的
な
計
画
策
定
を

公
明
党 

松
澤
　
堅
二

あ
や
せ
市
民
会
議 

中
野
　
昌
幸

ごみ回収の有料化

を検討する前にご

み非常事態宣言を

　
問
　
循
環
型
社
会
の
実
現
に
は
、
ご
み

の
減
量
化
、
資
源
化
が
必
要
で
あ
り
、
そ

れ
に
は
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
協
力

し
、
費
用
負
担
と
責
任
主
体
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
現

在
、
家
庭
ご
み
の
有
料
化
が
各
都
市
で
検

討
さ
れ
て
お
り
、
今
年
一
月
に
は
環
境
省

が
家
庭
ご
み
有
料
化
推
進
を
方
針
決
定
し
、

近
隣
市
で
も
検
討
を
始
め
て
い
る
が
、
そ

れ
以
前
に
ご
み
非
常
事
態
宣
言
を
出
す
べ

き
だ
と
思
う
が
本
市
の
考
え
は
。
ま
た
、

今
年
一
月
よ
り
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
が

施
行
さ
れ
、
廃
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
適
正

処
理
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
リ
サ
イ
ク

ル
料
金
の
支
払
い
を
逃
れ
る
た
め
、
不
法

投
棄
が
増
加
す
る
心
配
は
な
い
か
。

　
答
　
環
境
省
は
家
庭
ご
み
の
有
料
化
を

推
進
し
て
お
り
、
ま
た
、
県
は
市
町
村
と

連
携
し
て
有
料
化
の
研
究
を
行
う
と
の
こ

と
で
あ
る
。
有
料
化
に
よ
り
、
当
初
は
ご

み
の
量
が
減
る
が
徐
々
に
増
加
す
る
こ
と
、

料
金
負
担
を
避
け
る
た
め
に
不
法
投
棄
の

増
加
や
有
料
指
定
袋
を
使
用
し
な
い
な
ど

の
課
題
も
あ
る
が
、
ご
み
減
量
化
方
策
の

一
つ
と
し
て
、
今
後
、
海
老
名
、
座
間
な

ど
近
隣
市
と
連
携
し
な
が
ら
研
究
し
て
い

く
。
リ
サ
イ
ク
ル
法
施
行
に
よ
り
駆
け
込

み
で
車
が
放
置
さ
れ
る
危
険
性
が
懸
念
さ

れ
た
が
、
現
在
、
放
置
自
動
車
が
市
内
で

増
加
し
て
い
る
状
況
は
な
い
。
今
後
も
、

パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
や
大
和
警
察
署
と
連

携
し
、
そ
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　 

佐
竹
　
百
里

庁舎地下駐車場を

身障者対応駐車場

として開放しては

　
問
　
現
在
、
市
庁
舎
の
身
障
者
用
駐
車

場
は
屋
外
の
玄
関
脇
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、

雨
の
日
に
来
庁
し
た
場
合
、
必
ず
濡
れ
て

し
ま
う
状
況
で
あ
る
。
市
庁
舎
地
下
に
は

公
用
車
専
用
駐
車
場
が
あ
り
、
そ
こ
は
、

雨
に
も
濡
れ
ず
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
利
用

も
で
き
、
搬
入
用
と
し
て
常
時
二
台
分
の

ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
。
本
市
は
バ
リ
ア
フ
リ

ー
都
市
宣
言
を
し
て
お
り
、
身
障
者
へ
の

配
慮
は
何
よ
り
最
初
に
改
善
さ
れ
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
地
下
駐
車
場
を
身
障
者
対

応
駐
車
場
と
し
て
開
放
し
な
い
か
。
さ
ら

に
、
カ
メ
ラ
や
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
設
置
し
、

来
庁
者
が
行
き
た
い
課
に
連
絡
を
取
り
、

そ
こ
の
職
員
が
地
下
ま
で
迎
え
に
行
く
サ

ー
ビ
ス
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
。

　
答
　
市
庁
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
市
民
か
ら
の
要
望
な

ど
に
よ
り
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
や
ト

イ
レ
の
改
良
、
段
差
の
解
消
な
ど
に
よ
り

推
進
し
て
き
て
い
る
。
市
庁
舎
地
下
に
は

動
力
設
備
や
変
電
設
備
な
ど
主
要
な
設
備

が
あ
り
、
火
災
の
延
焼
及
び
煙
の
拡
散
等

を
構
造
的
に
防
止
し
、
避
難
を
有
効
に
行

う
た
め
の
防
火
扉
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
身
障
者
一
人
で
の
開
閉

は
、
状
況
に
よ
っ
て
は
困
難
で
補
助
者
が

必
要
と
思
わ
れ
る
た
め
、
今
後
、
身
障
者

に
実
際
に
体
験
し
て
も
ら
い
、
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
現
在
の
身
障
者
用
駐
車
場
の

改
善
と
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
他
に
「
施
政
方
針
よ
り
」
を
質
問
）

日
本
共
産
党 

上
田
　
祐
子

激動的な青年期の

自立を支えるトー

タルな施策展開を

　
問
　
青
年
期
は
、
学
校
や
家
庭
か
ら
自

立
し
て
社
会
へ
と
踏
み
出
す
、
大
変
重
要

で
激
動
的
な
年
代
だ
が
、
そ
れ
を
支
え
る

視
点
で
の
施
策
が
弱
す
ぎ
る
。
居
場
所
づ

く
り
、
不
登
校
、
引
き
こ
も
り
、
ニ
ー
ト
、

非
行
、
精
神
疾
患
、
就
労
や
家
賃
補
助
な

ど
の
親
か
ら
の
自
立
を
支
え
る
課
題
等
、

市
で
は
ど
う
位
置
づ
け
施
策
を
行
っ
て
き

た
か
。
青
少
年
課
が
要
と
な
っ
て
各
課
を

調
整
し
、
青
年
期
施
策
を
ト
ー
タ
ル
に
進

め
る
べ
き
で
は
。
ま
た
、
こ
ち
ら
か
ら
出

向
く
相
談
体
制
や
専
門
病
院
な
ど
の
社
会

的
資
源
も
含
め
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、

青
年
の
自
主
的
活
動
を
取
り
上
げ
情
報
発

信
す
る
な
ど
の
考
え
が
必
要
で
は
。

　
答
　
近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え

て
い
る
青
年
が
増
加
し
て
お
り
、
地
域
社

会
全
体
で
の
自
立
支
援
が
急
務
で
あ
る
。

青
年
対
象
の
事
業
は
活
動
圏
の
拡
大
に
よ

り
、
ニ
ー
ズ
も
多
岐
で
大
変
苦
慮
し
て
い

る
が
、
生
涯
学
習
推
進
計
画
に
青
年
期
施

策
を
掲
げ
、
青
少
年
課
を
中
心
に
事
業
を

進
め
て
い
る
。
な
お
、
青
少
年
の
居
場
所

づ
く
り
は
実
行
委
員
会
の
意
見
か
ら
、
何

を
求
め
、
ど
ん
な
場
所
が
欲
し
い
の
か
模

索
し
て
い
く
。
ま
た
、
相
談
体
制
等
に
つ

い
て
も
関
係
行
政
機
関
や
団
体
等
と
一
層

連
携
を
強
化
し
、
確
か
な
組
織
づ
く
り
と

と
も
に
積
極
的
な
情
報
発
信
を
し
、
総
合

的
か
つ
効
果
的
な
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

（
他
に
「
精
神
保
健
福
祉
の
充
実
を
」
を

質
問
）

介
護
予
防
事
業
の
た
め
市
民

と
協
働
で
進
め
る
仕
組
み
を

公
明
党 

出
口
け
い
子

　
問
　
五
年
目
を
迎
え
要
介
護
者
が
急
増

し
て
い
る
介
護
保
険
制
度
は
、
今
年
見
直

し
の
時
期
を
迎
え
る
。
今
回
の
改
正
案
で

は
、
新
予
防
給
付
と
地
域
支
援
事
業
を
創

設
し
、
介
護
保
険
の
基
本
理
念
で
あ
る
高

齢
者
の
自
立
支
援
を
よ
り
具
体
化
す
る
も

の
で
、
特
に
予
防
を
重
視
し
た
も
の
で
あ

る
。
新
予
防
給
付
で
は
軽
度
者
を
対
象
の

重
度
化
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
、
地
域
支
援
事

業
で
は
要
介
護
に
な
る
恐
れ
の
あ
る
高
齢

者
に
介
護
予
防
事
業
を
提
供
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
市
で
は
介
護
状
態
を
防
ぐ
た
め
、

高
齢
者
憩
の
家
を
活
用
し
て
介
護
予
防
の

た
め
の
メ
二
ュ
ー
を
提
供
し
、
市
民
と
協

働
で
進
め
る
仕
組
み
を
考
え
な
い
か
。

　
答
　
介
護
認
定
に
至
っ
た
軽
度
者
に
は
、

現
状
で
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
通
所
リ
ハ
ビ

リ
等
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
効
果
を
期

待
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
市
で
は
自
立

者
へ
の
介
護
予
防
と
し
て
、
機
能
訓
練
会

や
転
倒
予
防
教
室
、
ダ
ン
ベ
ル
体
操
等
に

加
え
、
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
サ
ー
ク

ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
が
、
既
存
の
出
張
ミ
ニ
健
康
講
座
の

講
話
と
相
談
の
場
の
中
で
介
護
予
防
の
た

め
の
情
報
提
供
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き

た
い
。
な
お
、
高
齢
者
憩
の
家
の
活
用
は

多
く
の
高
齢
者
が
各
種
活
動
に
参
加
す
る

よ
う
運
営
委
員
会
と
調
整
し
て
い
く
。

（
他
に
「
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
つ
い

て
」「
栄
養
教
諭
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
」

を
質
問
）

　
問
　
本
市
は
平
成
十
二
年
に
バ
リ
ア
フ

リ
ー
都
市
宣
言
を
行
い
、
計
画
を
策
定
し

推
進
し
て
き
た
が
、
理
念
ば
か
り
で
具
体

性
に
欠
け
て
お
り
、
体
制
や
結
果
が
見
え

て
こ
な
い
状
況
で
あ
る
。
推
進
計
画
は
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
対
象
と
す
る
具
体
的
な

項
目
の
設
定
、
現
状
の
把
握
、
そ
し
て
、

実
現
す
る
期
限
や
方
法
を
明
確
に
す
べ
き

で
あ
り
、
そ
の
上
で
、
手
法
と
し
て
Ｐ
Ｄ

Ｓ
Ｃ
概
念
を
導
入
し
た
体
制
づ
く
り
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
ま
ず

高
齢
者
や
障
害
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

全
市
を
調
査
し
て
問
題
点
を
拾
い
上
げ
、

目
標
等
を
明
確
に
し
た
計
画
を
策
定
す
べ

き
で
は
。
ま
た
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

関
す
る
学
校
教
育
で
の
取
り
組
み
は
。

　
答
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
計
画
は
、
都
市
宣
言
の
基
本
目
標
で
あ

る
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
平
成
十
四
年
度
に
策
定
し
た
が
、
実

際
は
各
担
当
課
が
関
連
事
業
を
行
う
こ
と

で
進
め
て
お
り
、
市
民
の
目
に
も
見
え
に

く
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今

年
度
か
ら
都
市
宣
言
の
具
現
化
に
向
け
市

内
全
域
の
実
態
調
査
を
行
い
、
そ
れ
を
集

約
し
、
分
析
し
た
上
で
計
画
を
策
定
し
て

い
く
。
ま
た
、
学
校
教
育
で
は
、
お
互
い

に
認
め
合
う
気
持
ち
が
大
事
で
あ
る
た
め
、

授
業
の
あ
り
方
の
改
善
と
と
も
に
学
校
行

事
な
ど
か
ら
そ
の
気
持
ち
を
育
て
て
い
く
。

（
他
に
「
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
」「
市
民

協
働
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

４
月
８
日
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
交
通

安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
交
通
事

故
ゼ
ロ
を
願
い
、
関
係
団
体
の
方
が

交
通
安
全
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た

〈
市
役
所
前
庭
広
場
に
て
〉

詳
し
い
内
容
は

　
会
議
録
で

　
市
議
会
報
は
、
紙
面
の
都
合
で

発
言
の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
、
市

立
図
書
館
、
市
役
所
内
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
に
備
え
て
あ
る
本
会
議

録
、
委
員
会
記
録
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
　
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
市

議
会
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
、
会
議
録

を
閲
覧
、
検
索
が
で
き
ま
す
。
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は
、

w
w
w
.city.ayase.kanagaw

a.jp

で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
三
月
定
例
会
の
会
議
録

は
、
六
月
上
旬
に
閲
覧
で
き
る
予

定
で
す
。


